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2009年（平成21年）

２．１
1975年（昭和50年）4 .1創刊
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村の需要量は
5,034.46t
（981.22ha）

平成21年産米の生産調整

村村村村のののの生生生生産産産産目目目目標標標標はははは1111 ....1111トトトトンンンンのののの増増増増

国
で
は
、
米
の
消
費
量
が
年
々
減
少
す
る
中
で
、
米
の
消
費
・

生
産
・
需
給
に
関
す
る
動
向
分
析
に
加
え
、
平
成
十
九
年
産
米
か

ら
農
業
者
・
農
業
者
団
体
・
認
定
方
針
作
成
者
が
主
体
意
的
に
需

給
調
整
を
行
っ
て
き
た
、
需
給
調
整
シ
ス
テ
ム
の
円
滑
な
実
施
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
村
で
は
平
成
二
十
一
年
度
も
生
産
者
の
自
主
的
な
取
り

組
み
を
基
本
に
、
水
田
を
活
用
し
た
産
地
づ
く
り
に
よ
る
農
業
所

得
の
向
上
な
ど
、
安
定
し
た
農
業
収
入
が
図
れ
る
よ
う
、
関
係
機

関
と
協
力
し
推
進
し
ま
す
。

県
へ
の

需
要
量
情
報

国
は
昨
年
十
二
月
、
平
成
二
十

一
年
産
米
の
都
道
府
県
別
の
需
要

量
に
関
す
る
情
報
を
示
し
ま
し
た
。

二
十
一
年
産
米
の
需
要
量
情
報

は
、
全
国
的
に
横
ば
い
。
新
潟
県

産
米
に
お
い
て
も
、
需
要
実
績
が

１４
／
１５
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
。
特

に
１７
／
１８
年
は
、
消
費
者
の
低
価

格
志
向
が
強
ま
り
、
そ
れ
を
背
景

と
し
た
販
売
不
振
か
ら
１２
／
１３
年

か
ら
五
年
間
続
い
て
い
た
需
要
実

績
六
十
万
�
台
、
全
国
シ
ェ
ア

七
％
を
大
き
く
割
り
込
む
ま
で
に

低
下
し
ま
し
た
。

１９
／
２０
年
に
つ
い
て
は
、
食
料

品
全
般
の
価
格
が
上
昇
す
る
中
で
、

比
較
的
価
格
が
安
定
し
て
い
る
米

に
需
要
が
シ
フ
ト
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
増
加
し
、
需
要
実
績
は
六

〇
・
九
万
�
、
全
国
シ
ェ
ア
は

七
・
一
％
と
な
り
ま
し
た
。

米
の
需
要
量
は
回
復
基
調
に
あ

る
も
の
の
、
過
去
の
変
動
幅
等
が

考
慮
さ
れ
、
新
潟
県
へ
の
需
要
量

情
報
は
五
十
七
万
�
。
１７
／
１８
年

産
米
の
販
売
不
振
で
需
要
実
績
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
や
、
都
道
府

県
別
の
生
産
調
整
達
成
・
未
達
成

の
不
公
平
感
の
是
正
等
が
要
因
と

な
り
、
前
年
よ
り
千
四
百
九
十
�

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

市
町
村
へ
の

需
要
量
情
報

県
で
は
、
市
町
村
へ
の
需
要
量

情
報
の
提
供
に
つ
い
て
、
改
革
に

向
け
て
努
力
す
る
農
業
者
や
産
地

が
報
わ
れ
る
米
政
策
改
革
の
算
定

を
継
続
し
、
改
革
要
素
の
割
合
を

九
割
か
ら
十
割
に
向
上
さ
せ
ま
し

た
。
昨
年
産
か
ら
設
け
ら
れ
た

「
新
・
品
揃
え
枠
」
「
農
業
者
・

協
議
会
裁
量
枠
」
は
引
き
続
き
継

続
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
産
調
整
の
取
り
組
み

に
関
す
る
公
平
性
の
確
保
に
配
慮

し
、
該
当
市
町
村
に
対
し
過
剰
生

産
度
合
に
応
じ
て
三
千
三
百
七
十

九
�
を
削
減
し
て
い
ま
す
。

村
へ
の
需
要
量
は
「
新
・
品
揃

え
枠
」
と
「
農
業
者
・
協
議
会
裁

量
枠
」
を
含
め
て
、
五
千
三
十

四
・
四
六
�
（
八
万
三
千
九
百
七

俵
）。
平
成
二
十
年
産
米
と
比
較

し
て
一
・
一
�
の
増
加
と
な
り
、

面
積
換
算
で
九
百
八
十
一
・
二
二

�
と
な
り
ま
し
た
。

村への米の需要量情報（数量配分）

※19年度は、市町村間出入作調整数量（906kg）を含む

区　分
平成20年度
配　　分

平成21年度
配　　分

比　　較

米生産目標
数　　　量

5,033,360kg
（83,889俵）

5,034,460kg
（83,907俵）

1,100kgの増
（18俵の増）

面積換算値 974.00ha 981.22ha 6.22haの増
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広報せきかわ　2009・２月号３

米政策改革要素の割合の推移と今後

改革要素

16 ～ 20年産の改革要素

16年産

32% 40% 48% 57%

― 2,700t 3,000t 4,100t

935t 3,000t 4,200t 6,700t

5% 7.5% 10% 12%

2% 2.5% 3% 3.5%

2,400t

1,360t

600t 1,200t 1,800t

735t 937t 1,160t

40% 51% 63% 74%

60% 49% 36% 26%

17年産 18年産 19年産

中山間地域対策

環境保全型農業

担い手の状況

品 質 の 状 況

結 び つ き 枠

需　要　実　績

品揃え枠

合　　計

従来ベース

78%

新・品揃え枠

17,500t

10%

農業者・
協議会裁
量枠

2%

90%

10%

20年産 改革要素

21年産の改革要素

21年産

84%

18,276t

13%

3%

100%

0%

農業者・協議会
裁量枠　　　・

品 質 の 状 況

需　要　実　績

新・品揃え枠

合　　計

従来ベース

平成20年度転作面積の内訳 （単位：ha）

区　　分 作　物　名 面　積

一 般 作 物

永　年　生

特 例 作 物

小　　計

そ　の　他

水 稲 作 付

合　　計

大　豆 10 .82

そ　ば 10 .50

飼料作物 4.93

その他 3.31

計 29 .55

果樹等 8.18

野菜等 37 .05

山菜等 11 .32

計 48 .37

作物作付計 86 .11

景観作物 1.18

調整水田等 27 .81

自己保全管理 138 .39

林地等 7.49

その他（補償田等） 9.31

計 184 .17

主食用水稲 892 .69

加工用米 27 .23

学童農園 0.19

特別調整水稲 82 .27

計 1 ,002 . 38

1 , 272 . 66

新
・
品
揃
え
枠
は

希
望
者
に
!!

県
で
は
、
二
十
一
年
産
米
に
つ

い
て
も
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
作
付
率
の

引
き
下
げ
や
需
要
に
応
じ
た
他
品

種
の
生
産
を
推
進
。
消
費
者
や
実

需
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

強
化
を
目
的
と
す
る
「
新
・
品
揃

え
枠
」
は
、
二
百
四
十
六
・
七
二

�
で
、
昨
年
の
二
百
三
十
六
・
四

七
�
と
比
較
し
て
十
・
二
五
�
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

新
・
品
揃
え
枠
は
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
希
望
制
で
、
各
認
定
方

針
作
成
者
（
Ｊ
Ａ
等
）
が
取
り
ま

と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

農
業
者
・
協
議
会
裁
量
枠

は
担
い
手
を
中
心
に
!!

努
力
す
る
農
業
者
や
産
地
が
報

わ
れ
る
配
分
ル
ー
ル
の
設
定
を
目

的
と
し
た
「
農
業
者
・
協
議
会
裁

量
枠
」
は
百
五
十
一
�
で
、
昨
年

の
百
四
・
〇
三
�
と
比
較
し
て
四

十
五
・
九
七
�
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

「
農
業
者
・
協
議
会
裁
量
枠
」

は
、
認
定
農
業
者
等
の
担
い
手
の

他
、
環
境
に
配
慮
し
た
栽
培
や
学

校
給
食
へ
米
を
供
給
す
る
農
家
等

へ
配
分
さ
れ
る
予
定
で
す
。

地
区
営
農
プ
ラ
ン
に

沿
っ
た
支
援
策

二
十
一
年
度
の
国
及
び
県
の
生

産
調
整
関
係
の
各
種
支
援
対
策
は
、

産
地
確
立
交
付
金
、
新
需
給
調
整

シ
ス
テ
ム
定
着
交
付
金
、
水
田
等

有
効
活
用
交
付
金
、
稲
作
構
造
改

革
促
進
交
付
金
等
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
各
地
区
の
プ
ラ
ン
に
沿

っ
た
施
策
を
継
続
。
村
単
独
助
成

に
よ
り
支
援
し
ま
す
。
例
え
ば
、

各
地
区
で
振
興
す
る
作
物
に
つ
い

て
は
、
各
地
区
上
位
二
作
物
に
つ

い
て
「
地
区
営
農
プ
ラ
ン
振
興
作

物
加
算
」
と
し
て
支
援
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
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平成20年の交通事故発生

状況をお知らせします ・

平成２０年の交通事故発生状況がまとめられま
した。
これによると、村上管内、県内、全国とも前年

の数値を下回りました。しかし村内では、死亡事
故が３年連続ゼロでしたが、発生件数が３０件、
負傷者数は４１人と、いずれも前年の１．５倍とな
りました。
交通事故は、交通ルールを守ることとゆずり合

いのやさしい気持ちで減らすことができます。ド
ライバーも歩行者も一人ひとりが交通安全に努め
ましょう。

0

10

20

30

40

50

60

70

80

1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008

41 68 53 46 36 43 50 42 27 41

3

2

3

1

1

1

1

(年)

死者 (人)

傷者 (人)

件数 (件)

32

38 37

29 28
32 30 29

21

30

交
通
事
故
多
発
地
点
（
国
道
１１３

号
線
・
大
島
地
内
）
に
右
折
レ

ー
ン
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

�

定額給付金の給付を

よそおった詐欺 に注意！！

他県で「定額給付金を振り込むので口座番号を教

えてほしい」といった不審な電話が入っているとこ

ろがあります。このような電話で、お金をだまし取

られないよう注意しましょう。

○定額給付金に関しては、申請手続きを含め、まだ

給付手続きは始まっていません。

○総務省や役場などの職員がＡＴＭ（現金自動預払

機）の操作をお願いしたり、手数料を要求したり

することはありません。

○現時点で、総務省や村などが住民の皆さんの世帯

構成や銀行口座の番号などの個人情報を照会する

ことはありません。

定額給付金については、具体的なことが決まり次

第お知らせします。

万が一、詐欺等の事件に巻き込まれたときは、警

察へご連絡ください。

■村上警察署下関交番　　　�６４－１０３１

上野新駐在所　�６４－０５１５

交
通
安
全
を

呼
び
か
け
初
出
動

村
交
通
安
全
指
導
員

村
の
交
通
安
全
指
導
員
の
初
出

動
が
、
一
月
九
日
、
役
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

出
動
式
で
は
、
平
成
二
十
年
の

交
通
事
故
状
況
や
村
内
の
事
故
発

生
地
点
な
ど
の
危
険
箇
所
を
話
し

合
っ
た
ほ
か
、
交
通
安
全
指
導
車

で
村
内
を
巡
回
し
、
交
通
事
故
防

止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

吉
田
尋
良
主
任
指
導
員
（
大
島
）

は
「
村
民
の
皆
さ
ん
が
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
あ
わ
な
い

よ
う
指
導
に
努
め
て
い
き
ま
す
」

と
、
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

平成20年交通事故発生状況

村内交通事故（人身）件数の推移（10年間）

全　　　国

新 潟 県 内

村上警察署

管　　　内

関　川　村

年

20

19

増減

20

19

増減

20

19

増減

20

19

増減

発生件数（件）

765,510 5,155 944,071

832,454 5,744 1,034,445

△66,944 △589 △90,374

11,750 124 14,630

12,791 158 15,903

△1,041 △34 △1,273

287 8 376

308 10 366

△21 △2 △10

30 0 41

21 0 27

9 0 14

死者数（人） 負傷者数（人）

▲

前年の1.5倍 !!前年の1.5倍 !!前年の1.5倍 !!前年の1.5倍 !!村内の交通事故発生件数
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広報せきかわ　2009・２月号７

村のわだい TOP I CS

一
月
十
八
日
、
わ
か
ぶ
な
高
原

ス
キ
ー
場
で
村
観
光
協
会
主
催
の

「
わ
く
湧
く
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ー
ニ

バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
朝
か
ら
雲
ひ
と
つ
な

い
絶
好
の
ス
キ
ー
日
和
。
ま
た
、

小
学
生
以
下
の
リ
フ
ト
券
が
無
料

の
「
ス
キ
ー
子
ど
も
の
日
」
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
約
二
千
五
百
人

が
訪
れ
る
今
シ
ー
ズ
ン
最
高
の
賑

わ
い
と
な
り
ま
し
た
。
ス
キ
ー
場

の
ち
び
っ
こ
広
場
で
は
、
に
い
が

た
地
鶏
の
串
焼
き
や
焼
き
団
子
、

お
で
ん
な
ど
の
屋
台
を
出
店
。
そ

の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気

「わく湧くウインターカーニバル」は、２月１５日
（日）にも開催を予定しています。また、当日は、ス
キー子どもの日となっていて、小学生以下のリフト券
が無料です。
春になる前にもう少し、雪遊びを楽しみませんか？
皆さんのご来場をお待ちしています。

の
喜
っ
喜
大
会
や
ボ
ー
ル
ダ
ー
ツ
、

お
絵
か
き
大
会
な
ど
も
行
わ
れ
、

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
冬
の
イ
ベ

ン
ト
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

新
潟
市
か
ら
家
族
で
訪
れ
て
い

た
方
は
「
わ
か
ぶ
な
高
原
ス
キ
ー

場
に
は
毎
年
来
て
い
ま
す
。
ゲ
レ

ン
デ
も
滑
り
や
す
く
、
イ
ベ
ン
ト

も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
と
て
も
楽

し
い
で
す
。
次
回
の
イ
ベ
ン
ト
に

も
来
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に

山
口
順
子
さ
ん

山
口
順
子
さ
ん
（
辰
田
新
）
が
、

一
月
一
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら

引
き
続
き
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
で
の

人
権
思
想
を
広
め
、
人
権
侵
害
が

起
き
な
い
よ
う
に
見
守
る
活
動
を

行
う
ほ
か
、
住
民
皆
さ
ん
か
ら
の

人
権
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

にぎわう白銀の

わかぶな高原スキー場

わく湧くウインター

カーニバルを開催

「
地
産
地
消
や
食
生
活
を
学
ぼ
う
」

小
・
中
学
校
で
食
育
出
前
講
座

一
月
十
八
日
か
ら
二
十
四
日
ま

で
の
学
校
給
食
週
間
に
合
わ
せ
て
、

土
沢
・
川
北
小
学
校
、
関
川
中
学

校
で
「
食
育
出
前
講
座
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
子
ど
も
た
ち
に

食
育
に
関
す
る
知
識
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
、
村
の
健
康
づ
く
り
計

画
の
栄
養
・
食
生
活
部
会
の
皆
さ

▲関川中学校ランチルームでの講座

１月21日

関川中学校の給食メニュー

献　立

・牛丼　・せん切りじゃがいものサラダ

・豆腐汁　・果物　・牛乳

使われている関川産の食材

� 米…関川産コシヒカリ（ＪＡ）
� 生しいたけ…関川村森林組合
� 村上牛…村内畜産農家
� みそ…関川村生活改善研究会

ん
が
計
画
し
訪
問
し
た
も
の
。

一
月
二
十
一
日
に
は
、
関
川
中

学
校
の
全
校
生
徒
を
対
象
に
、
ク

イ
ズ
形
式
で
問
題
を
出
題
。
生
徒

た
ち
は
、
当
日
の
給
食
で
使
わ
れ

て
い
る
関
川
産
食
材
の
種
類
や
生

産
量
と
い
っ
た
地
産
地
消
や
、
ジ

ュ
ー
ス
に
入
っ
て
い
る
砂
糖
の
量

な
ど
の
食
生
活
の
知
識
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

△
△

△
△
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８広報せきかわ　2009・２月号

村のわだい TOP I CS

投 稿

「
み
ん
な
で
考
え
よ
う

地
球
温
暖
化

�
」

平
　
田
　
時
　
夫
（
滝
原
）

「
明
日
で
は
、
エ
コ
は
間
に
合
わ

な
い
…
」

こ
れ
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
の

地
球
温
暖
化
防
止
Ｐ
Ｒ
で
す
。
朝

の
時
間
に
放
映
さ
れ
る
の
で
、
見

逃
す
方
も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

身
近
な
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
、

私
た
ち
は
毎
日
の
生
活
の
中
で
無

駄
な
浪
費
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
「
レ
ジ
袋
を
み
ん
な
で

エ
コ
袋
に
変
え
て
買
い
物
を
し
た

ら
？
」
と
思
っ
て
い
て
も
実
行
出

来
な
い
現
状
で
す
。
何
故
で
し
ょ

う
か
？

穏
や
か
な
元
旦
を
迎
え
た
朝
、

最
初
に
新
聞
を
見
る
と
、
ひ
と
抱

え
も
あ
る
新
聞
紙
が
ど
っ
さ
り
…
。

紙
面
の
内
容
は
、
豪
華
版
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
状
で
埋
め
尽
く
さ
れ

て
い
る
。
世
界
経
済
危
機
の
中
の

日
本
で
企
業
広
告
を
批
判
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
が
、
資
源
の
無

駄
・
浪
費
に
等
し
い
と
思
わ
れ
て

も
仕
方
が
な
い
。
こ
ん
な
生
意
気

で
、
も
っ
と
も
ら
し
い
こ
と
を
言

う
と
必
ず
反
論
が
あ
る
。
そ
れ
は

再
生
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
と
し

て
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
等
に

出
来
る
で
は
な
い
か
？
確
か
に
そ

う
か
も
知
れ
な
い
で
す
が
、
高
額

な
再
生
経
費
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
潟
県
で
作
成
さ
れ
た
冊
子

「
新
潟
県
の
か
ん
き
ょ
う
」。
こ

の
表
紙
絵
の
「
残
そ
う
守
ろ
う
こ

の
美
し
さ
」
は
、
平
成
十
八
年
度

自
然
保
護
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク

ー
ル
最
優
秀
作
品
で
、
当
時
、
関

川
中
学
校
三
年
生
の
佐
藤
嘉
織
さ

ん
の
作
品
で
す
。
こ
の
冊
子
を
ぜ

ひ
、
も
う
一
度
中
学
生
の
皆
さ
ん

に
読
ん
で
い
た
だ
き
、
環
境
問
題

を
勉
強
し
て
も
ら
い
た
い
。

デ
ー
タ
が
少
し
古
く
な
り
ま
し

た
が
、
平
成
十
六
年
度
の
新
潟
県

民
一
人
あ
た
り
の
一
日
の
ゴ
ミ
の

排
出
量
は
千
三
百
三
十
二
�
、
全

国
平
均
で
は
千
百
四
十
九
�
。
比

較
す
る
と
百
八
十
三
�
新
潟
県
民

が
多
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

↑

↓

日
本
文
理
高
校
野
球
部

伊

藤

直

輝
さ
ん
（
２
年
・
上
関
）

若

林

尚

希
さ
ん
（
２
年
・
下
関
）

三
月
二
十
一
日
か
ら
阪
神
甲
子

園
球
場
で
開
催
さ
れ
る
「
第
八
十

一
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
野
球
大

会
」
の
選
考
会
が
一
月
二
十
三
日

に
行
わ
れ
、
北
信
越
地
区
代
表
と

し
て
日
本
文
理
高
校
が
選
抜
さ
れ

ま
し
た
。

日
本
文
理
高
校
野
球
部
に
は
、

小
学
五
年
生
の
頃
か
ら
バ
ッ
テ
リ

ー
を
組
ん
で
い
る
投
手
の
伊
藤
直

輝
さ
ん
（
上
関
）
と
捕
手
の
若
林

尚
希
さ
ん
（
下
関
）
が

所
属
し
て
い
ま
す
。

二
人
は
、
選
抜
出
場
校
選
考
の

重
要
な
資
料
と
な
っ
た
秋
季
北
信

越
大
会
で
全
試
合
に
出
場
し
、
優

勝
に
大
き
く
貢
献
。
夢
の
舞
台
へ

の
切
符
を
つ
か
み
ま
し
た
。

関
川
球
児
が
バ
ッ
テ
リ
ー
と
し

て
甲
子
園
の
土
を
踏
む
の
は
初
の

快
挙
。
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
村

全
体
が
沸
い
て
い
ま
す
。

選
抜
大
会
は
三
月
十
三
日
に
組

み
合
わ
せ
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
三

月
二
十
一
日
か
ら
十
二
日
間
の
日

程
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

今回、住民の有志で発足した「甲子

園応援事務局（渡辺辰也代表・上関）」

では、大勢の村民の皆さんから現地で

応援してもらおうと、現在「応援ツア

ー」を計画しています。また、バスの

確保や応援移動費の軽減を目的に、皆

さんからの寄付金についても募集して

います。

■と　　き ３月21日（土）以降の

日本文理高校の試合日

■交通手段 貸切バス（予定）

■そ の 他 詳細は今後お知らせします

甲子園応援事務局からお知らせ

甲子園球場で関川球児の

活躍を応援しませんか？

環

境

教

育

甲子園出場甲子園出場

おめでとうおめでとう!!!!

関川球児バッテリーで夢の舞台へ

▲伊藤直輝さん（上関）

▼若林尚希さん（下関）
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広報せきかわ　2009・２月号９

村のわだい TOP I CS

自
然
豊
か
な
関
川
村
で
は
、
平

成
十
五
年
十
二
月
に
、
地
域
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
報
告
書
が
作

成
さ
れ
ま
し
た
。
「
生
活
と
自
然

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
よ
り
そ
う
村
・

せ
き
か
わ
」
と
題
し
た
素
晴
ら
し

い
報
告
書
は
、
す
で
に
広
報
せ
き

か
わ
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
は
こ
れ
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。

次
回
は
「
低
炭
素
社
会
と
は
？
」

を
み
ん
な
で
考
え
る
こ
と
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

旧旧旧旧
米米米米
沢沢沢沢
街街街街
道道道道
のののの
歴歴歴歴
史史史史
・・・・
文文文文
化化化化
をををを
学学学学
ぶぶぶぶ

〜
越
後
米
沢
街
道
・
十
三
峠
交
流
会
〜

十
一
月
二
十
一
日
と
二
十
二
日

の
二
日
間
、
「
越
後
米
沢
街
道
・

十
三
峠
交
流
会
」
の
学
習
会
が
関

川
村
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

交
流
会
は
、
新
潟
県
と
山
形
県

を
結
ぶ
重
要
な
道
だ
っ
た
米
沢
街

道
と
十
三
の
峠
を
地
域
振
興
の
資

源
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
、
関
川

村
や
山
形
県
小
国
町
、
飯
豊
町
、

米
沢
市
の
沿
線
自
治
体
、
地
元
住

民
が
中
心
と
な
り
昨
年
の
一
月
に

発
足
。
こ
れ
ま
で
、
峠
の
調
査
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

今
回
の
学
習
会
は
、
関
川
村
の

大
里
峠
や
国
重
文
・
渡
邉
邸
な
ど

が
伝
え
る
米
沢
街
道
の
歴
史
を
学

ぼ
う
と
企
画
さ
れ
、
山
形
県
や
関

川
村
な
ど
か
ら
総
勢
約
八
十
人
が

参
加
。
初
日
は
、
米
沢
街
道
の
歴

史
や
各
峠
の
活
動
状
況
の
発
表
、

大
蛇
伝
説
「
大
里
峠
」
の
紙
芝
居

上
演
会
な
ど
を
実
施
。
ま
た
二
日

目
は
、
ふ
れ
あ
い
ど
〜
む
に
展
示

し
て
あ
る
四
代
目
の

大
蛇
や
渡
邉
邸
な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。

交
流
会
の
井
上
俊

雄
会
長
（
山
形
県
飯

豊
町
）
は
「
交
流
会

を
通
じ
て
心
の
つ
な

が
り
も
で
き
た
。
今

後
も
力
を
合
わ
せ
て

街
道
や
十
三
峠
を
盛

り
上
げ
た
い
」
と
話

し
、
参
加
し
た
皆
さ

ん
は
関
川
村
の
文
化

や
歴
史
な
ど
を
学
び

な
が
ら
、
交
流
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

１月２２日、大島保育園で小正月行事の「ま
ゆ玉飾り」が行われました。
子どもたちは、地域のおばあちゃんたちと一
緒に紅白の「まゆ玉」を作って、ひとつずつミ
ズキの木にさしていきました。そのほか、稲穂
に似せた「ぬいご」や、手焼きした昔ながらの
「せんべい」、折り紙で折った鶴なども飾られ、
きれいなだんごの木が完成しました。

子どもたちのまゆ玉飾り
大島保育園で小正月行事

関
川
村
消
防
団

新
年
を
迎
え
村
内
各
地
で
出
初
め
式

一
月
十
二
日
、
第
二
分
団
第
二

部
（
高
瀬
・
沢
・
湯
沢
）
で
出
初

め
式
が
行
わ
れ
、
団
員
二
十
四
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
集
落
内
の
消
火
栓
や

防
火
水
槽
の
点
検
、
除
雪
作
業
を

実
施
。
ま
た
、
点
検
の
最
後
に
は

放
水
演
習
を
行
っ
て
一
年
の
無
火

災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

堀
朋
和
部
長
（
沢
）
は
「
昨
年

は
当
地
区
で
の
火
災
や
水
害
が
無

く
良
い
年
で
し
た
。
今
年
も
火
災

な
ど
無
い
よ
う
団
員
一
丸
と
な
っ

て
啓
発
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」

と
、
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
湯
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

渡
辺
達
英
会
長
（
沢
）
は
「
消
防

団
に
は
、
集
落
防
災
訓
練
な
ど
で

も
活
躍
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
活
動
に
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
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む
し
歯

００００ゼ
ロ

の
子
に

ピ
ッ
カ
ピ
ッ
カ
賞

十
二
月
十
六
日
に
行
わ
れ
た
三

歳
児
健
診
で
、
む
し
歯
が
一
本
も

な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
「
ピ
ッ

カ
ピ
ッ
カ
賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
健
診
対
象
者
は
十
一
人

で
、
む
し
歯
ゼ
ロ
の
子
は
八
人
で

し
た
。

今
回
、
受
賞
し
た
子
ど
も
た
ち

は
次
の
と
お
り
。
（
順
不
同
・
敬

称
略
）

▽
齋
藤
　
　
秀

し
ゅ
う
（
南
赤
谷
）

▽
高
橋
　
莉
緒

り

お

（
上
土
沢
）

▽
須
貝
　
光
槻

こ
う
き

（
高
田
）

▽
近
　
　
朋
和

と
も
か
ず

（
大
島
）

▽
後
藤
　
美
空

み

く

（
松
ケ
丘
）

▽
佐
藤
　
　
遥は

る

（
大
島
）

▽
小
池
　
亜
美

あ

み

（
上
関
）

▽
高
橋
　
正
汰

せ
い
た

（
大
石
）
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いきいきライフいきいきライフ

最近よく聞く

「新型インフルエンザ」とは…

新型インフルエンザは、今まで人に感染し

ないといわれてきた鳥インフルエンザウイル

スが変異を繰り返し、人にも移る危険性が出

てきたため、世界中でこの対策について論議

されているものです。

まだ誰も免疫がないため、世界的大流行が

予想され、学校や会社など社会全体の機能が

マヒする恐れがあります。現在、村でも関川

村防災計画と連動しながら、インフルエンザ

対策行動計画の準備を進めています。

なるので、濡れタオル、やかん、加湿器などで室内
の湿度を６０％位にしましょう。

感染したら？

感染したと思われる場合は、早めに受診し、とに
かく安静にしましょう。ウイルスは解熱後、２日位
は体内に残っているといわれています。

感染を広げないために守ろう「咳エチケット」

�咳やくしゃみが出るときは、ほかの人にうつさな
いよう、マスクをする。

�マスクが無いとき
は、ティッシュな
どで鼻と口を押さ
え、ほかの人から
顔をそむける。

�使用後のティッシ
ュは、すぐにふた
付きのゴミ箱に捨
てる。

今年に入り、県内各地でインフルエンザが流行し

ています。県が毎週発表している感染症情報では、

２１年１月第１週現在の村上管内発生率は県内最低。

しかし、村内でも１月下旬から学級閉鎖の学校がで

てきたことから、今後十分な注意が必要です。

特に抵抗力が弱い高齢者や子ども、また、受験生

などは十分に気をつけてください。

感染経路と症状

患者の咳などで空気中に拡散されたウイルスを吸
い込むことで感染します。３８℃以上の発熱や筋肉
痛、関節痛などの全身症状、咳、のどの痛みなどが
急激に起こります。

予防は？

予防は、うがい・手洗いの励行です。流行時に限
らず、普段でも帰宅したら習慣づけておくことで、
他の病気を予防することにも役立ちます。人ごみの
多い場所への外出時は、できるだけマスクを着用し
ましょう。また、ウイルスは乾燥していると活発に

インフルエンザが

流行しています

感染経路と症状

予防は？

感染したら？

感染を広げないために守ろう「咳エチケット」
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あなたに直撃 �７０

１２月４日に行われた「関川中学校生徒会選

挙」で、生徒会長に当選した、伊藤賢人さんに

お話を聞きました。

―生徒会長に立候補したきっかけは？

昨年度の金子生徒会長の姿を見て、自分もあ

んなふうに生徒会の中心で、学校の代表として

活躍、貢献したいと考えたからです。また、周

りの応援もあって立候補を決意しました。

―生徒会長としてのこれからの目標は？

生徒一人ひとりが快適に過ごせる学校生活や、

いじめゼロの学校を理想として活動していきた

いです。

―他に夢中になっているものはありますか？

バスケットボールです。今、関川中学校バス

ケットボール部は、北信越大会出場を目指して

練習しています。また、僕は北信越Ｕ－１５の

県代表にも選ばれたので、代表としての自覚を

持って頑張りたいです。

―それでは将来の夢は？

まずは、今のバスケットボール部で北信越大

会出場を果たすこと。そして、それをひとつの

ステップにして、関川村から初のプロバスケッ

トボールプレーヤーになることが僕の夢です。

伊

藤

賢

人

け

ん

と

さ
ん

伊

藤

賢

人
さ
ん

（
関
川
中
学
校
２
年
・
辰
田
新
）

健健健健

康康康康
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�５４

「
野
菜
食
べ
て
い
ま
す
か
？
」

県
立
坂
町
病
院
　
栄
養
課
長

加
藤
つ
く
し

皆
さ
ん
は
、
野
菜
を
食
べ
て
い

ま
す
か
？

平
成
十
九
年
度
の
国
民
栄
養
調

査
で
、
成
人
一
人
の
一
日
あ
た
り

野
菜
摂
取
量
の
平
均
値
は
、
二
百

九
十
�
で
「
健
康
日
本
２１
」
の
目

標
と
し
て
い
る
三
百
五
十
�
を
大

き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

病
院
で
も
相
談
に
来
る
方
の
お

話
を
伺
う
と
、
野
菜
を
食
べ
る
の

は
、
漬
物
や
味
噌
汁
の
具
程
度
と

い
う
方
が
大
勢
い
ま
す
。
中
に
は
、

「
一
日
野
菜
は
食
べ
な
か
っ
た
…
」

と
い
う
方
も
い
ま
す
。

野
菜
に
は
、
健
康
を
維
持
し
て

く
れ
る
大
切
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。

野
菜
は
、
各
種
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ

ラ
ル
、
食
物
繊
維
な
ど
の
栄
養
素

を
体
に
供
給
し
て
く
れ
ま
す
。
ま

た
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
カ
ロ
チ
ノ
イ

ド
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
類
は
老
化

の
予
防
に
関
わ
る
抗
酸
化
作
用
、

抗
変
異
原
性
、
発
が
ん
抑
制
な
ど

様
々
な
機
能
が
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。

野
菜
に
多
く
含
ま
れ
る
食
物
繊

維
に
は
糖
の
吸
収
を
遅
ら
せ
た
り
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
、
便

秘
防
止
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
予

防
し
て
く
れ
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

水
分
の
多
い
野
菜
類
は
、
カ
ロ
リ

ー
の
低
い
も
の
が
多
く
、
生
野
菜

な
ど
は
満
腹
感
も
あ
る
こ
と
か
ら

肥
満
防
止
に
も
役
立
ち
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
「
体
に
良
い
野
菜
」

を
、
こ
の
季
節
、
ど
う
食
べ
た
ら

良
い
で
し
ょ
う
か
？

ス
ー
パ
ー
に
行
け
ば
、
多
く
の

野
菜
が
並
ん
で
い
ま
す
が
、
今
は

冬
―
―
。
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
な

ど
の
夏
野
菜
は
水
分
が
豊
富
で
、

生
で
食
べ
る
も
の
が
多
く
、
体
を

冷
や
し
て
く
れ
る
作
用
が
あ
る
の

と
対
照
に
、
冬
野
菜
は
体
を
温
め
、

寒
さ
や
風
邪
予
防
に
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
類
、

カ
リ
ウ
ム
な
ど
は
水
に
溶
け
や
す

い
の
で
、
鍋
や
ス
ー
プ
に
入
れ
て

汁
ま
で
飲
め
ば
体
も
温
ま
り
（
た

だ
し
、
飲
み
過
ぎ
は
塩
分
に
注

意
）、
栄
養
も
摂
れ
て
一
挙
両
得
。

ま
た
、
薬
味
の
ネ
ギ
や
ニ
ン
ニ
ク

な
ど
は
血
行
を
良
く
し
て
体
を
温

め
た
り
、
殺
菌
効
果
や
解
熱
効
果

も
あ
る
の
で
風
邪
気
味
の
時
に
は

お
す
す
め
で
す
。
ほ
う
れ
ん
草
な

ど
青
菜
類
は
、
カ
ロ
チ
ン
や
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
、
鉄
な
ど
が
豊
富
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
生
野
菜
を
三
百
五

十
�
食
べ
る
の
は
と
て
も
大
変
で

す
が
、
煮
た
り
ゆ
で
た
り
加
熱
す

る
こ
と
で
、
簡
単
に
一
食
百
�
、

二
百
�
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
野
菜
ば
か
り
で
な
く
、

色
の
濃
い
緑
黄
色
野
菜
、
色
の
薄

い
淡
色
野
菜
、
キ
ノ
コ
類
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
、
い
ろ
い
ろ
な
調
理

法
で
毎
食
最
低
一
皿
は
摂
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

毎
食
、
し
っ
か
り
と
し
た
主
食

と
、
お
か
ず
に
肉
や
魚
、
卵
、
大

豆
製
品
な
ど
の
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ

ュ
を
一
・
二
品
、
た
っ
ぷ
り
の
野

菜
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
て
、
健

康
な
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

�
六
二
―
三
一
一
一
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学 習

い
き

い
き
学習 のびのび

ス
ポ

ー
ツ

せきかわ 

情報ステーション

広報せきかわ「お知らせ版」

とあわせてご覧ください

◆お問い合わせは村民会館へ

T E L  6 4 － 2 1 3 4

生 涯

村民会館図書室図 書 室 の 窓 か ら図 書 室 の 窓 か ら

「食堂かたつむり」
小川　糸 著／913オ

「食べることは生きること」。大失恋をし

て田舎に戻った倫子は、１日１組限定の小さ

な食堂を始めます。心温まる癒しと再生の物

語。女性にお勧めです。最後は泣けます。

「かえるをのんだととさん」
日野　十成 作／Eサ

腹が痛くなった「ととさん」は、村のおし

ょうさんに「カエルを飲むといい」といわれ、

カエルを飲みこみます。それからつぎつぎと

いろいろな物を飲みこんでいきますが…。

この本よんで!! 今月の１冊

にじ色と、“汽車”のメロディーが目印です。

女川～川北～沢　方面 … ８(日)、21(土)

大島～大石～片貝方面 … 15(日)、28(土)

今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス

祝日と毎週水曜日がお休みです。平日は午後１時～５時30分まで、土・日は午前９時～午後５時まで開館しています。

ブルーベリーの皆さんが贈る、ステキなおはなし

の世界…。ろうそくを使っての演出が幻想的です。

家族みんなでの参加も大歓迎！無料です！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！

おはなしのかい
みんなできてね！！2121日日((土土

))はは

参加してくれたこどもたちにはかわいいシールをプレゼント！

図書室を使いこなすと、とても便利です。村の図書室にない本を他の図書室から取り寄せたり、貸し出

し中の本の予約も簡単にできます。詳しくは図書室カウンターでお気軽にどうぞ！

自
然
の
材
料
を
生
か
す
工
夫
や

技
能
を
学
び
、
物
を
作
る
喜
び
を

味
わ
お
う
と
、
十
二
月
二
十
六
日
、

村
民
会
館
大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、

緑
の
少
年
団
が
恒
例
の
ミ
ニ
門
松

づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
緑
の
少
年
団
の
団
員

三
十
人
の
ほ
か
、
高
齢
者
や
ま
ゆ

手づくり門松で良いお正月を

～緑の少年団 ミニ門松づくり～

り
大
学
の
皆
さ
ん
十
九
人
が
参
加
。

竹
を
切
っ
た
り
、
わ
ら
を
縄
で
し

ば
っ
た
り
と
慣
れ
な
い
手
つ
き
な

が
ら
も
、
仕
上
げ
に
、
松
、
ゆ
ず

り
は
、
う
め
、
な
ん
て
ん
、
末
広

が
り
の
扇
な
ど
を
使
い
、
彩
り
豊

か
な
門
松
が
完
成
し
ま
し
た
。

鈴
木
カ
ノ
ン
さ
ん
（
女
川
小
六

年
・
南
中
）
は
「
わ
ら
を
縄
で
し

ば
る
と
こ
ろ
が
難
し
か
っ
た
け
ど

上
手
く
出
来
ま
し
た
」
と
、
出
来

栄
え
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

完
成
し
た
門
松
は
、
各
家
庭
に

持
ち
帰
っ
た
ほ
か
、
多
く
の
人
に

新
年
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
も
ら

お
う
と
村
内
老
人
福
祉
施
設
や
越

後
下
関
駅
、
関
川
郵
便
局
、
ゆ
〜

む
な
ど
の
施
設
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

■
期
日

１
月
３
日

■
会
場

村
上
体
育
館

■
成
績

―
個
人
の
部
―

小
学
生
高
学
年
男
子
の
部

▽
第
３
位
　
近
　
　
優
哉
（
大
島
）

50
歳
以
上
男
子
の
部

▽
第
１
位
　
鈴
木
　
利
彦
（
蛇
喰
）

大
会
結
果
＊
敬
称
略

第
58
回

新
春
村
上
卓
球
大
会
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随
想
リ
レ
ー
59

先生から
先生に

３月１日号は、高橋晴樹先生（川北小学校）に

バトンタッチ！

大 内 高 徳先生
（関小学校 教頭）

中
学
二
年
生
の
と
き
、
同
級
生
に
天
体
望
遠

鏡
で
「
月
」
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
以
後
三
十
数
年
間
、
星
を
眺
め

る
こ
と
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
に
見
た
天
文
現
象
の
中
で
、
特
に
心
に

強
く
残
っ
た
も
の
が
二
つ
あ
る
。

〈
そ
の
一
…
し
し
座
流
星
群
〉

平
成
十
三
年
十
一
月
十
九
日
未
明
、
私
は
山

梨
県
の
清
里
高
原
に
い
た
。
息
も
凍
る
よ
う
な

冷
気
の
中
、
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の

流
れ
星
が
空
を
駆
け
抜
け
た
。
そ
の
夢
の
よ
う

な
光
景
に
、
感
動
の
あ
ま
り
涙
が
あ
ふ
れ
た
。

〈
そ
の
二
…
百
武
彗
星
〉

百
武
（
ひ
ゃ
く
た
け
）
さ
ん
が
発
見
し
た
彗

星
は
、
徐
々
に
地
球
に
接
近
し
、
平
成
八
年
三

月
に
明
る
く
長
い
尾
を
引
い
た
見
事
な
姿
と
な

っ
た
。
生
ま
れ
て
初
め
て
生
で
見
る
、
彗
星
の

雄
姿
で
あ
っ
た
。
家
族
ぐ
る
み
で
観
測
し
、
そ

の
と
き
我
が
家
の
庭
で
撮
影
し
た
天
体
写
真
は

今
で
も
玄
関
に
飾
っ
て
あ
る
。

関
川
村
に
赴
任
し
て
初
め
て
の
夏
休
み
と
な

っ
た
昨
年
の
八
月
の
あ
る
晩
、
星
空
の
美
し
さ

に
誘
わ
れ
、
村
有
住
宅
を
出
て
見
晴
ら
し
の
良

い
関
小
学
校
の
前
庭
に
来
て
み
た
。
新
設
小
学

校
建
設
の
た
め
に
一
部
が
取
り
壊
さ
れ
た
校
舎

の
背
景
に
、
白
く
光
る
天
の
川
が
横
た
わ
っ
て

い
た
。
そ
の
美
し
い
光
景
に
、
こ
の
地
に
勤
め

る
こ
と
の
喜
び
を
強
く
感
じ
た
。
勤
務
校
の
子

ど
も
た
ち
に
、
こ
の
感
動
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
る
。

木
製
工
芸
の
創
作
を
し
て
い
る

石
山
庄
太
郎
さ
ん
（
朴
坂
）
の
作

品
を
展
示
し
た
「
木
製
工
芸
展
」

が
、
せ
き
か
わ
歴
史
と
み
ち
の
館

で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

今
回
展
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、

炉
座
卓

ろ

ざ

た
く

や
衝
立

つ
い
た
て

、
茶
櫃

ち
ゃ
び
つ

、
茶
托

ち
ゃ
た
く

、

傘
立

か
さ
た
て

、
手
鉢

て
っ
ぱ
ち

、
茶
盆

ち
ゃ
ぼ
ん

な
ど
約
五
十

点
で
、
そ
れ
ぞ
れ
木
の
温
も
り
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
作
品
で
す
。

ま
た
、
展
示
さ
れ
て
い
る
作
品

は
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
展
示
会
は
、
三
月
十
五
日

ま
で
開
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。
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歴
史
館
企
画
展

「
石
山
庄
太
郎

木
製
工
芸
展
」

「炬火
き ょ か

」の採火アイディア
を募集します

今年の秋に「トキめき新潟国体」が開催されます。

その開会式で、県内31市町村がそれぞれの地域

特性を生かして採火した炬火を持ち寄る「集火イベ

ント」が行われます。

そこで、村ではその採火方法について住民の皆さ

んからアイディアを募集します。「これこそが関川

村の採火方法だ！」と思われる方は、下記のとおり

ご応募ください。また、応募いただいたアイディア

をもとに、関川村らしい採火式を計画します。

■応募方法

Ａ４用紙（任意様式）に下記の内容を記入して、

村民会館生涯学習課に提出してください。また、電

話での応募も受け付けています。

・採火方法　　　・関川村にまつわる内容

・炬火の名前　　・氏名、住所、連絡先

■問い合わせ先

村民会館生涯学習課　 ６４－２１３４

「炬火」とはたいまつのことで、

オリンピックの聖火リレーなど

のトーチのこと。この炬火の元

となる火を採取することを採火

といいます。 2008 大分国体での集火イベント
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《酢豆》
� 青豆はひと晩、水に浸してざるに上げる。沸騰したお湯に塩、重
曹をひとつまみずつ入れて約15分中火で茹でる。

� 茹で上がったらざるに上げてひと息おく。
� 調味料を混ぜ合わせておく。
� 豆を�の中に入れ、冷めたら冷蔵庫に入れる。盛り付けるときに、
ニンジンの千切り、塩こんぶの細切りを乗せるといいですよ。

《数の子の塩漬け》
� 数の子は水に漬け、ときどき水を替えながら、１～２日間塩抜き
をする。

� �の水気を切り、重曹をふってしばらくおく。重曹が溶けたら水
洗いし、薄皮を取り除いて２～３分間水に漬け、えぐみを取る。

� 調味料を鍋に入れ、ひと煮立ちさせて冷ましておく。ふきんを使
って、花かつおをこす。

� 数の子の水気をふき取って食べやすい大きさに切り、冷めただし
汁に30分～１時間漬けおき、盛り付ける。

このコーナーに登場していただける方を募集しています。自薦他薦は問いません。

せ き か わ 文 芸

わが家のおせち料理には、繁栄や子宝に恵まれる
ように「数の子」、新しい芽が出るように「くわえ」、
見通しが良くなるように「レンコン」、おめでたい
紅白の「かまぼこ」を入れています。そのほか、家
族健康を願ってさまざまな食材を盛り合わせて新年
を祝っています。
今回は、おせち料理の中から２品を紹介します。

じっくり心をこめて

スロースロー
フードフード ５９

わが家のおせち料理から

「酢豆・数の子の塩漬け」

作り方

葉
の
散
り
し
蔓
梅
も
ど
き
の
弾
け
る
を
大
が
め
に
挿

し
心
地
よ
き
朝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
藤
枝

連
れ
合
い
の
優
し
き
想
い
伝
わ
り
ぬ
老
い
の
身
包
む

手
編
み
の
セ
ー
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
池
　
啓
子

初
雪
に
庭
木
の
囲
い
も
せ
ぬ
の
に
と
杖
付
く
夫
は
呟

や
き
て
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
貝
　
恵
美

分
か
ら
ね
ど
通
る
声
な
る
僧
の
経
き
け
ば
有
り
難
き

心
地
こ
そ
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
千
恵
子

《今月のご紹介》

畠山サチ子さん

（高　田）

〔 〕材 料 （4人分）

酢豆（１鉢分）
・青豆　　　　２カップ ・重曹　　　　少々
（調味料）
・酢　　　　　１カップ ・砂糖　　　　１カップ
・塩　　　　　小さじ１～２ ・しょう油　　大さじ１

数の子の塩漬け（200ｇ）
・数の子　　　200ｇ ・重曹　　　　小さじ１
（調味料）
・しょう油　　大さじ３と1/2 ・みりん　　　大さじ３
・酒　　　　　大さじ３ ・花かつお　　５ｇ
・だし汁　　　大さじ４～６

か

た

ば

み

短

歌

会

作

品

○ １ 

○ ２ 
○ ３ 
○ ４ 

○ １ 

○ ２ 

○ ３ 

○ １ 

○ ３ 

○ ４ 

ち
ら
し
手
に
色
と
り
ど
り
の
蝶
を
折
る
こ
の
嬉
　
　
高
橋
　
イ
ツ

し
さ
よ
又
楽
し
さ
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
広
苑
）

短
　
　
歌

川
　
　
柳

広
報
せ
き
か
わ
一
月
号
で
掲
載
し
た
川
柳
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
再
掲
載
し
ま
す
。

関
川
村

せ

き

か

わ

を
広
め
て
く
れ
た
佐
渡
の
ト
キ
　
　
　
　
　
松
田
　
栄
一

定
着
を
願
い
天
与
の
ト
キ
迎
え
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
　
関
）
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せ き か わ 文 芸

執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長）

鈴 木 久 司

我
が
家
だ
け
な
ぜ
に
素
通
り
諭
吉
さ
ん
　
　
　
　
　
渡
辺
し
づ
い

人
生
の
余
白
を
満
た
す
白
髪
染
め
　
　
　
　
　
　
　
平
田
　
千
恵

「
憩
の
家
」
で
天
与
の
長
寿
祝
わ
れ
た

佐
藤
　
ノ
ブ

鮭
の
山
素
通
り
出
来
ぬ
見
事
さ
よ
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
イ
ツ

賀
状
見
て
友
の
筆
跡

フ
デ
ア
ト

安
堵

ア
ン

ド

す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
本
間
　
イ
ミ

素
通
り
は
し
た
が
気
に
な
る
あ
の
笑
顔
　
　
　
　
　
南
　
　
セ
ツ

眩
し
げ
な
陽
の
当
り
い
る
冬
座
敷
　
　
　
　
　
　
　
渋
谷
　
く
に

遙
か
な
る
富
士
を
仰
ぎ
て
日
向
ぼ
こ
　
　
　
　
　
　
渡
辺
し
づ
い

窓
開
け
て
幸
を
初
日
に
願
う
老
い
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ノ
ブ

賀
状
か
ら
昔
話
の
広
ご
り
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
　
　
セ
ツ

理
髪
店
出
ず
る
や
ま
ろ
き
冬
の
月
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
慶
一

髪
少
し
ぬ
れ
て
初
湯
の
匂
ふ
か
な
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
貞
子

関

川

俳

句

の

会

作

品

関
川
村
第
七
代
村
長
と
し
て
村
の

発
展
に
尽
く
し
た
鈴
木
久
司
さ
ん
は

昭
和
三
年
九
月
六
日
関
川
村
下
関
に

鈴
木
久
右
エ
門
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
た
。
新
発
田
商
業
学
校
を
経
て
昭

和
二
十
年
四
月
一
日
明
治
大
学
専
門

部
経
営
科
に
入
学
。
同
二
十
一
年
三

月
三
十
一
日
同
大
学
を
中
退
。
四
月

一
日
か
ら
関
谷
村
事
務
吏
員
に
任
命

さ
れ
た
。
市
町
村
合
併
に
よ
り
関
川

村
発
足
後
、
昭
和
三
十
一
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
村
財
政
再
建
計
画
に
真
剣

に
取
り
組
み
、
村
の
赤
字
財
政
解
消

に
尽
力
し
た
。
財
務
課
長
、
総
務
課

長
を
歴
任
の
後
、
昭
和
四
十
二
年
一

月
行
政
能
力
を
高
く
評
価
さ
れ
関
川

村
収
入
役
に
選
任
、
四
期
十
四
年
間

に
わ
た
り
村
の
発
展
に
尽
力
。
更
に

昭
和
五
十
六
年
四
月
か
ら
村
助
役
に

就
任
、
一
期
三
年
間
村
の
発
展
と
住

民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
た
。
そ
の

後
三
年
間
、
財
団
法
人
重
要
文
化
財

渡
�
家
保
存
会
事
務
局
長
と
し
て
活

躍
し
た
。

そ
し
て
平
成
元
年
十
二
月
衆
望
を

担
っ
て
関
川
村
長
に
初
当
選
し
、
三

期
十
二
年
間
に
わ
た
り
高
邁
な
政
治

信
念
を
も
っ
て
関
川
村
の
産
業
、
福

祉
、
文
化
の
向
上
に
尽
力
し
た
。

福
祉
施
設
の
充
実
と
村
へ
の
定
住

施
策
を
最
重
要
政
策
と
し
て
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
垂
水
の
里
」
や

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、

民
間
老
人
保
健
施
設
「
関
川
愛
広
苑
」

の
誘
致
に
尽
力
し
た
。

ま
た
定
住
対
策
と
し
て
若
者
定
住

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
推
進
し
、
日

帰
り
温
泉
施
設
「
ゆ
〜
む
」
の
建
設

や
多
目
的
利
用
施
設
「
ふ
れ
あ
い
ど

〜
む
」、
児
童
館
「
光
兎
こ
ど
も
館
」

の
整
備
を
進
め
た
ほ
か
、
下
関
集
落

に
第
三
次
宅
地
造
成
計
画
を
推
進
し
、

三
十
一
区
画
の
宅
地
分
譲
を
実
現
し

た
。
村
の
福
祉
施
設
の
整
備
や
定
住

政
策
の
推
進
に
果
し
た
功
績
は
大
き

い
。
ま
た
自
治
省
の
「
地
域
づ
く
り

推
進
事
業
」
の
一
環
と
し
て
「
渡
�

邸
周
辺
整
備
事
業
」
に
着
手
し
、
平

成
六
年
「
せ
き
か
わ
歴
史
と
み
ち
の

館
」、
「
せ
き
か
わ
観
光
情
報
セ
ン
タ

ー
」、
「
広
域
観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
建
設
し
併
せ
て

多
目
的
広
場
や
公
園
を
整
備
し
た
。

こ
の
中
で
「
せ
き
か
わ
歴
史
と
み
ち

の
館
」
は
日
本
建
築
学
会
作
品
選
奨
、

東
京
建
築
賞
、
公
共
建
築
賞
の
三
賞

を
受
賞
し
た
。

ま
た
教
育
環
境
の
改
善
に
も
精
力

的
に
取
り
組
み
、
学
校
統
合
を
積
極

的
に
推
進
し
た
。
平
成
十
年
三
月
女

川
小
学
校
田
麦
分
校
の
統
合
、
平
成

十
三
年
三
月
に
は
沼
小
学
校
、
金
丸

小
学
校
の
関
小
学
校
へ
の
統
合
を
ま

と
め
上
げ
た
。
多
大
な
業
績
を
挙
げ

平
成
十
三
年
十
二
月
村
長
を
退
任
。

そ
の
後
は
趣
味
の
囲
碁
を
た
し
な
み
、

悠
々
自
適
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

・
平
成
十
四
年
七
月
十
日
、
河
川
事

業
の
推
進
に
尽
く
し
た
功
績
に
よ
り

国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞
。

・
平
成
十
九
年
十
一
月
三
日
、
地
方

自
治
功
労
叙
勲
と
し
て
旭
日
雙
光
章

を
受
章
。

・
鈴
木
家
の
系
図

先
祖

久
右
エ
門
…
年
太
郎
―
酉
作

―
久
右
エ
門
―
久
司

隆
子

葉
子

せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
変
色
」・「
素
通
り
」・「
雑
詠
」



□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

１６広報せきかわは、資源保護のため再生紙を使用しています。100

雪割草の話
（新潟県の草花）

昨年の３月１日に雪割草が新潟県の草花に指
定され、名実ともに新潟県を代表する花になり
ました。新潟県内での自生地は佐渡市と弥彦村
が有名です。現在の雪割草の流通は、ほとんど
が実生栽培品ですが、その親の７割が佐渡産、
２割が弥彦をはじめとする県内産、残り１割が
富山県を中心としたミスミソウ類の割合に感じ
ます。村内にも自生地が多いのですが、残念な
がら有名な銘花は出現していません。
雪割草は、展示会の大会が２回あり、
今年は２月２１、２２日が東京大会、２
月２８日、３月１日は三条市で新潟大
会が開催されます。興味のある方は、
ぜひ数々の銘花の観賞に出掛けてみ
てください。雪割草の保存活動も盛
んになり、長岡市や柏崎市では自然
公園や野山に雪割草を植えていて、
春のシーズンには大勢の観光客が訪
れます。また、五泉市村松を中心に
魚沼市などで国道２９０号線を雪割草
街道と呼称するために雪割草を野山
に植栽し、観光誘致しようと動き始
めています。関川村もぜひ参加活動
したいものです。興味のある方は、
私に一言声をかけてください。
◆六聖園（富樫幸子・上関）

▲２００６年３月、三条市で行われた
雪割草展示会のようす
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いつも元気いっぱいな広幸は、外で遊ぶのが大好きです。最近は雪

だるま作り、家の中では、ゴーオンジャーの合体に夢中です。ちょっ

ぴり甘えん坊なところもありますが、これからも健やかに成長してく

ださい。

●12月16日～１月15日までの届出●

編集室から

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

平成20年12月末現在　（ ）は前月対比

人 の 動 き

世 帯 数　　2,066世帯（＋３）
総 人 口　　6,888 人 （－１）
男 3,308 人 （－７）
女 3,580 人 （＋６）

転入 13人　　転出 11人
出生 4 人　　死亡 7 人（ ）

ごめい福をお祈りいたします

本間　トク　さん ９１歳 安　角

三須眞太郎　さん ８４歳 下　関

須貝　孝二　さん ４７歳 高　田

新野　ハツ　さん ９４歳 金　丸

佐藤　スミ　さん ９０歳 下　関

お誕生おめでとうございます

�第８１回全国高等学校選抜野球大会に日本文理
高校の甲子園出場が決定し、関川村から２人の
選手が出場します。２人が中学生時代に県代表
選手として選出された際に取材を行いました
が、「夢は甲子園へ出場して全国制覇」と話し
ていたことを思い出します。夢の実現まであと
一歩。大会でのご活躍をお祈りします。�１月
下旬に入り、村内も積雪が多くなってきました。
雪下ろし作業などには、十分ご注意ください。

（つ）

広 幸
ひ ろ 　 ゆ き

ちゃん（４歳）

小林幸市さん 輝美さん（上野）

（河　内　孝　文 さん 沢

（伊　藤） 香 さん （下川口）

す え な が く お 幸 せ に

心
こころ

ちゃん（女） 下　関

松田　敏幸・三 英 さん

玲　那
れ い な

ちゃん（女） 下　関

岡田　康明・康 恵 さん

｛

▲

▲


